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１．はじめに 

近年、グローバル化が進み、様々な場面で英語力が求められる世の中になってきているが、

それ以前に日本人が日本語を正しく使えないことは問題になりうるのではないかと感じた。

私は「言語」とは国の 1つの文化であるため、慎重に取り扱うべきだと考え、この調査を実

施した。 

まず、国語力とはなにか。文部科学省は国語力を「これからの時代に求められる国語力」

として、大きく 2つの領域に分けて捉えている。1 つ目が国語力の中核を成す領域、2 つ目

が国語の知識や教養、価値観、感性等の領域である。 

1 つ目の国語力の中核を成す領域とは、「考える力」、「感じる力」、「想像する力」、「表す

力」の 4つの力によって構成され、言語を中心とした情報を処理、操作する能力であり、国

語力の中核と考えられるものだ。この「4つの力」が具体的な言語活動として発現したもの

が、聞く、話す、読む、書く、という行為であると考えられている。「考える力」とは分析

力、論理構築力などを含む、論理的思考力の事で、言語情報に含まれる事実や根拠の明確で

ない推測などを正確に見極め、的確に捉える能力だ。また、五感を通して入ってくる非言語

情報を言語化する能力でもある。「感じる力」とは相手の気持ちや文学作品の内容、表現、

事実を感じ取ったり、感動したりできる情緒力の事である。言語の使い方に対して、微妙な

意味の違いや美醜を感じ取る言語感覚もここに含まれる。「想像する力」とは、経験してい

ない事柄や現実には存在していない事柄を推し量り、頭の中でイメージを自由に思い描く

ことのできる力の事だ。文学作品を読み、そのシーンを想像したり、相手の話を聞き、表情

や態度から言葉に表れていない思いなどを察したりする能力でもある。「表す力」とは、考

え、感じ、理解した事を表すために必要な表現力であり、自分の考えや思いを具体的な発現

や文章として、相手や場面に配慮しつつ展開していける能力である。 

続いて、2 つ目の国語の知識や教養、価値観、感性等の領域とは、先程の「4つの力」が

働く時の基盤を成すものである。「4 つの力」に直結する国語の知識の部分と各人の教養、

価値観、感性に分けることが出来る。基本的には読書などの方法で生涯にわたって形成され

ていくものだが、国語の知識に関しては学校教育の果たす役割が極めて大きいとされてい

る。例を挙げると、語彙、漢字や仮名遣いなどの表記に関する知識、言葉の決まりや働きな

どの文法に関する知識、文章の組み立て方などの内容構成に関する知識、言葉遣いや文体、

修辞法などの表現に関する知識、などがある。 

現状の調査として、文部科学省の令和 3 年度の「国語に関する世論調査」の結果を参照す

ると、「言葉や言葉の使い方について社会全般で課題がある」と感じている人が 84.6 パーセ

ントをしめ、その中でどのような課題があると思うかを尋ねたところ、「改まった場面で相

応しい言葉遣いができない」、「敬語を正しく使えない」といった声があげられている。また、

日本教育新聞の令和 4年度の「情報機器の普及により、どんな影響を受けると思うか」の調

査では、「手で字を書くことが減る」、「漢字を正確に書く力が衰える」といった声が見受け
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られた。よって本研究では、本を読む機会が減ったことと国語力に関係を記録するために、

本の読み方と国語力についての調査を分析した。 

 

２．リサーチ・クエスチョンと調査概要 

本の読み方と国語力について調査の概要は次である。調査期間は 2025年 11 月 27 日～11

月 28 日であり、調査対象者は全国の 20 代、30 代、40 代、50代、60 代の各年齢層につい

て男女 10 人ずつ、1 ヵ月に 1冊以上本を読むと答えた合計 100 人である。調査実施方法に

は、インターネットオンライン法を用いた自記式のアンケートを採用し、平均して 1 か月

に本を読む頻度、本を読むときに AI 等のサポートを利用しているか、間違えやすい言葉の

意味を調べることなく答えられるかを主に尋ねた。 

また、アンケートに答えてもらう人を選ぶ標本抽出の方法は、インターネット調査のモニ

ターが持つ特性を考慮し、無作為抽出法のような確率的な方法ではなく、性別、年齢、によ

る均等割り付けで抽出する方法を用いた。本研究では次のリサーチ・クエスチョン（ＲＱ）

を設定した。 

 

ＲＱ１：本の読み方は国語力に関係するのか 

ＲＱ２：本を読む機会は国語力への意識に関係するのか 

 

次章よりＲＱを検証していく。 

 

表 1 調査の概要 

調査期間 2025 年 11月 28日 ～ 2025 年 11 月 28日 

調査主体 メディア調査研究法 C 

調査対象 全国の 20 代、30代、40代、50 代、60 代以上の男女 100 人 

調査方法 インターネットオンライン法による自記式アンケート調査 

標本抽出方

法 

調査モニターに対し、性別、年齢で均等割り付け 

有効回答数 N=100 

主な質問項

目 

本を読む頻度、本の読み方、自分で文章を考える機会、文章を書く際に利

用するサービス、間違えやすい言葉の意味 
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3．調査結果 

3－１ 1 か月でどれくらい本を読むのか 

1 か月にどのくらい本を読むのか尋ねるとき「あなたは平均して 1ヶ月でどれくらい、マ

ンガや雑誌、教科書ではない本を読みますか。「１．１～２冊」～「５．９冊以上」のうち、

あてはまるものを１つ選んでください。」という質問文を用いた。そして、答えの選択肢と

して「１～２冊」「３～４冊」「５～６冊」「７～８冊」「９冊以上」を設定して、当てはまる

選択肢をひとつ選んでもらう形で回答を求めた。その結果が下の図 3.1 である。 

結果を確認すると、本を「１．１～２冊」読むという人は 51%、「３～４冊」という人は

26%、「５～６冊」という人は 9%、「７～８冊」という人は 5%、「９冊以上」という人は 9%、

であった。１か月に 1～２冊本を読んでいる人が最も多く、全体の 5 割を占めていた。 

 

 

図 3.1 １か月に本を読む頻度 

 

3－２ 本を読むときの行動について 

本を読むときの行動について尋ねるとき「本を読むときのあなたについてお聞きします。

あなたは、次のことにどの程度あてはまりますか。以下の項目についてそれぞれ、「1．あて

はまる」～「４．あてはまらない」の中からあてはまるものを 1 つずつ選んでください。」

という形で回答を求めた。その結果が下の図 3.2 である。 

「頭の中で発音しながら読んでいる」に「あてはまる」と答えた人が 16％、「ややあては

まる」が 43％、「あまりあてはまらない」が 23％、「あてはまらない」が 18％であった。 

「盛り上がる曲を BGM として聞きながら読んでいる」に「あてはまる」と答えた人が

7％、「ややあてはまる」が 18％、「あまりあてはまらない」が 30％、「あてはまらない」が

51%

26%

9%

5%

9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1~2冊

3~4冊

5~6冊

7~8冊

9冊以上



5 

 

45％であった。 

「落ち着く曲をBGMとして聞きながら読んでいる」に「あてはまる」と答えた人が12％、

「ややあてはまる」が 20％、「あまりあてはまらない」が 34％、「あてはまらない」が 34％

であった。 

「本の内容をレビューしたり要約しているブログ等を参考にしている」に「あてはまる」

と答えた人が 14％、「ややあてはまる」が 25％、「あまりあてはまらない」が 27％、「あて

はまらない」が 34％であった。 

「ChatGPT 等の生成 AI に文章を要約してもらって読む」に「あてはまる」と答えた人

が 10％、「ややあてはまる」が 11％、「あまりあてはまらない」が 25％、「あてはまらない」

が 54％であった。 

「音声 AI に文章を代わりに読んでもらう」に「あてはまる」と答えた人が 7％、「ややあ

てはまる」が 12％、「あまりあてはまらない」が 24％、「あてはまらない」が 57％であっ

た。 

「声優やナレーターによる本の読み聞かせを使う」に「あてはまる」と答えた人が 10％、

「ややあてはまる」が 15％、「あまりあてはまらない」が 23％、「あてはまらない」が 52％

であった。 

「わからない言葉があったら辞書で調べながら読む」に「あてはまる」と答えた人が 20％、

「ややあてはまる」が 52％、「あまりあてはまらない」が 20％、「あてはまらない」が 8％

であった。 

「電子書籍の形で読むのが好きだ」に「あてはまる」と答えた人が 15％、「ややあてはま

る」が 25％、「あまりあてはまらない」が 31％、「あてはまらない」が 29％であった。 

「紙の本で読むのが好きだ」に「あてはまる」と答えた人が 54％、「ややあてはまる」が

36％、「あまりあてはまらない」が 8％、「あてはまらない」が 2％であった。 

 

 

図 3.2 本を読むときの行動について 
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3－3 本の読み方について 

本の読み方について尋ねるとき「Q3.あなたはどのように本を読みますか。次の項目につ

いてそれぞれ、「1．あてはまる」～「４．あてはまらない」の中から、あなたにもっともあ

てはまるものを 1つずつ選んでください。」という形で回答を求めた。その結果が下の図 3.3

である。 

「読んだ本の内容は忘れてしまうことが多い」に「あてはまる」と答えた人が 6％、「や

やあてはまる」が 36％、「あまりあてはまらない」が 44％、「あてはまらない」が 14％であ

った。 

「前の内容で忘れているところがあったら読み直す」に「あてはまる」と答えた人が 17％、

「ややあてはまる」が 56％、「あまりあてはまらない」が 16％、「あてはまらない」が 11％

であった。 

「重要だと思ったり気に入った部分には付箋を貼る」に「あてはまる」と答えた人が 8％、

「ややあてはまる」が 32％、「あまりあてはまらない」が 27％、「あてはまらない」が 33％

であった。 

「読み終わった後、同じ箇所を読み直す」に「あてはまる」と答えた人が 13％、「ややあ

てはまる」が 46％、「あまりあてはまらない」が 27％、「あてはまらない」が 14％であっ

た。 

「分からない用語があってもそのまま読み進める」に「あてはまる」と答えた人が 10％、

「ややあてはまる」が 34％、「あまりあてはまらない」が 45％、「あてはまらない」が 11％

であった。 

「理解するより全体像をつかむことを優先する」に「あてはまる」と答えた人が 8％、「や

やあてはまる」が 31％、「あまりあてはまらない」が 37％、「あてはまらない」が 24％であ

った。 

「全文を読まずに、要点だけ拾う」に「あてはまる」と答えた人が 6％、「ややあてはま

る」が 19％、「あまりあてはまらない」が 32％、「あてはまらない」が％43 であった。 

「長い文章は最初と最後だけ読み、中間は飛ばす」に「あてはまる」と答えた人が 7％、

「ややあてはまる」が 10％、「あまりあてはまらない」が 35％、「あてはまらない」が 48％

であった。 

「結論やまとめの部分だけを読む」に「あてはまる」と答えた人が 6％、「ややあてはま

る」が 20％、「あまりあてはまらない」が 32％、「あてはまらない」が 42％であった。 

「章立て、小見出しを一通り見て、必要なところだけ読む」に「あてはまる」と答えた人

が 7％、「ややあてはまる」が 23％、「あまりあてはまらない」が 33％、「あてはまらない」

が 37％であった。 
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図 3.3 本の読み方について（流し読みをしているか） 

 

3－4 文章を考える機会について 

文章を考える機会について尋ねるとき「Q4.あなたは、どのようなときに自分で文章を考

えますか。あてはまるものをすべて選んでください。」という形で回答を求めた。その結果

が下の図 3.4である。以下、結果を列挙していく。 

「手紙やメッセージカードを書くとき」にあてはまると答えた人が 49％であった。「本・

映画・商品などのレビューを書くとき」にあてはまると答えた人が 20％であった。「SNSで

投稿・コメントをするとき」にあてはまると答えた人が 30％であった。「仕事（学業）以外

でメッセージ・メールを送るとき」にあてはまると答えた人が 38％であった。「仕事（学業）

の報告書やレポートを作成するとき」にあてはまると答えた人が 41％であった。「仕事（学

業）関連でメールを送るとき」にあてはまると答えた人が 42％であった。 

 

 

図 3.4 文章を考える機会について 
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3－5 文章を考える時に利用するサービスについて 

文章を考える時に利用するサービスについて尋ねるとき「Q5.あなたは、自分で文章を考

えるときに予測変換機能や生成 AI を使いますか。以下の項目についてそれぞれ、「1．あて

はまる」～「４．あてはまらない」の中からあてはまるものを 1 つずつ選んでください。」

という形で回答を求めた。その結果が下の図 3.5である。 

「他の文章をコピーペーストすることが多い」に「あてはまる」と答えた人が 10％、「や

やあてはまる」が 17％、「あまりあてはまらない」が 36％、「あてはまらない」が 37％であ

った。「辞書（電子やWeb 版含む）で言葉の意味を確認しながら書く」に「あてはまる」と

答えた人が 13％、「ややあてはまる」が 33％、「あまりあてはまらない」が 25％、「あては

まらない」が 29％であった。 

「Google 等の検索エンジンで言葉の意味を調べながら書く」に「あてはまる」と答えた

人が 18％、「ややあてはまる」が 36％、「あまりあてはまらない」が 28％、「あてはまらな

い」が 18％であった。「torunoや Nottaなどの音声入力機能を利用する」に「あてはまる」

と答えた人が 8％、「ややあてはまる」が 15％、「あまりあてはまらない」が 20％、「あては

まらない」が 57％であった。 

「IWI 日本語構成ツールなどを使って文章を校正する」に「あてはまる」と答えた人が

7％、「ややあてはまる」が 25％、「あまりあてはまらない」が 15％、「あてはまらない」が

53％であった。「Workflowy やOmni Outlinerなどのアウトライン生成ツールを使う」に「あ

てはまる」と答えた人が 11％、「ややあてはまる」が 19％、「あまりあてはまらない」が 16％、

「あてはまらない」が 54％であった。 

「Word などにある文章校正機能で修正しながら書く」に「あてはまる」と答えた人が

12％、「ややあてはまる」が 31％、「あまりあてはまらない」が 27％、「あてはまらない」

が 30％であった。「自分で書く前に ChatGPT などの生成 AI に作成してもらう」に「あて

はまる」と答えた人が 11％、「ややあてはまる」が 23％、「あまりあてはまらない」が 17％、

「あてはまらない」が 49％であった。「単語の予測変換機能を使う」に「あてはまる」と答

えた人が 21％、「ややあてはまる」が 42％、「あまりあてはまらない」が 18％、「あてはま

らない」が 19％であった。 
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図 3.5 文章を考える時に利用するサービスについて 

 

3－6 文章を書くことへの意識について 

文章を書くことへの意識について尋ねるとき「Q6 文章を考えたり書いたりするとき、次

のようなことを感じることはありますか。以下の項目についてそれぞれ、「1．感じる」～

「４．感じない」の中からあてはまるものを 1つずつ選んでください。」という形で回答を

求めた。その結果が下の図 3.6 である。 

「キーボード入力よりもフリック入力の方が早く書ける」に「感じる」と答えた人が 8％、

「やや感じる」が 24％、「あまり感じない」が 40％、「感じない」が 28％であった。 

「手書きで文章を書かなくなった」に「感じる」と答えた人が 28％、「やや感じる」が

39％、「あまり感じない」が 23％、「感じない」が 10％であった。 

「会話のメモを取るのが苦手」に「感じる」と答えた人が 14％、「やや感じる」が 35％、

「あまり感じない」が 37％、「感じない」が 14％であった。 

「文章を上手く要約できないと思うことが増えた」に「感じる」と答えた人が 12％、「や

や感じる」が 35％、「あまり感じない」が 40％、「感じない」が 13％であった。 

「文章を書くとき論点を決められないことが増えた」に「感じる」と答えた人が 10％、

「やや感じる」が 31％、「あまり感じない」が 46％、「感じない」が 13％であった。 

「伝えたいことを言葉にできないことが増えた」に「感じる」と答えた人が 12％、「やや

感じる」が 36％、「あまり感じない」が 36％、「感じない」が 16％であった。 

「言葉の言い回しや言葉遣いがわからないことが増えた」に「感じる」と答えた人が 9％、

「やや感じる」が 34％、「あまり感じない」が 39％、「感じない」が 18％であった。 

「調べないと言葉の意味がわからないことが増えた」に「感じる」と答えた人が 12％、

「やや感じる」が 34％、「あまり感じない」が 41％、「感じない」が 13％であった。 

「漢字を正しく書けないことが増えた」に「感じる」と答えた人が 19％、「やや感じる」
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が 45％、「あまり感じない」が 25％、「感じない」が 11％であった。 

「必要な漢字がすぐに頭に浮かばない」に「感じる」と答えた人が 19％、「やや感じる」

が 48％、「あまり感じない」が 25％、「感じない」が 8％であった。 

 

 

図 3.6 文章を書くことへの意識について 

 

3－7 間違いやすい言葉の意味について 

間違いやすい言葉の意味について尋ねるとき「Q7 次の言葉についてそれぞれ、「A」「B」

「C」のうち、どれの意味が正しいと思いますか。正しいと思うもの１つずつを選んでくだ

さい。」という形で回答を求めた。その結果が下の図 3.7 である。 

「失笑する」について正解の「A．こらえきれず、吹き出して笑う」と答えた人は 24％、

「B．笑いも出ないほどあきれる」と答えた人 69 は％、「C．Aと B の両方」と答えた人は

7％であった。 

「涼しい顔をする」について正解の「B．関係があるのに知らん振りする」と答えた人は

34％、「A．大変な状況でも平気そうにする」と答えた人は 53％、「C．Aと B の両方」と答

えた人は 13％であった。 

「C．Aと B の両方」 

「雨模様」について正解の「A．雨が降りそうな様子」と答えた人は 29％、「B．小雨が降

ったりやんだりしている様子」と答えた人は 55％、「C．A と B の両方」と答えた人は 16％

であった。 

「姑息」について正解の「A．一時しのぎな」と答えた人は 22％、「B．卑怯な」と答えた

人は 65％、「C．Aと B の両方」と答えた人は 13％であった。 

「割愛する」について正解の「B．惜しいと思うものを手放す」と答えた人は 33％、「A．

不必要なものを切り捨てる」と答えた人は 51％、「C．A と B の両方」と答えた人は 16％で
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あった。 

 

 

図 3.7 間違いやすい言葉の意味についての問題（簡単） 

 

3－8 間違いやすい言葉の意味について 

間違いやすい言葉の意味について尋ねるとき「Q8 次の言葉についてそれぞれ、「A」「B」

「C」のうち、どれの意味が正しいと思いますか。正しいと思うもの１つずつを選んでくだ

さい。」という形で回答を求めた。その結果が下の図 3.8 である。 

「号泣する」について正解の「A．大声を上げて泣く」と答えた人は 24％、「B．激しく泣

く」と答えた人は 41％、「C．Aと B の両方」と答えた人は 35％であった。 

「悪運が強い」について正解の「A．悪い行いをしたのに報いを受けずにいる様子」と答

えた人は 18％、「B．悪い状況になっても、うまく助かる様子」と答えた人は 62％、「C．A

と Bの両方」と答えた人は 20％であった。 

「煮え湯を飲まされる」について正解の「B.信頼していたものから裏切られる」と答えた

人は 59％、「A.敵からひどい目に遭わされる」と答えた人は 26％、「C．Aと B の両方」と

答えた人は 15％であった。 

「他力本願」について正解の「A．すべての人を救おうとする願いに救われること」 

と答えた人は 14％、「B．他人の力をあてにすること」と答えた人は 74％、「C．A と B の

両方」と答えた人は 12％であった。 

「佳境を迎える」について正解の「B．物語などで最も興味深い・面白い場面になること」

と答えた人は 50％、「A．物語などでヤマ場を乗り越え、終わりかけていること」と答えた

人は 34％、「C．Aと B の両方」と答えた人は 16％であった。 
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図 3.8 間違いやすい言葉の意味についての問題（難しい） 

 

 

４. 因子分析の結果 

ではこれらの 1 ヵ月に 1 冊以上、本を読む人々は、どのように本を読んでいるのか、ま

た自身の国語力に対し、どのような意識を持っているのか。統計的な手法を用いて明らかに

することとする。なお、以下では回答いただいた 100 全てのサンプルを用いた分析を行う。 

 

４－１ 従属変数 

本調査では先行研究に基づき，「次の言葉についてそれぞれ、「A」「B」「C」のうち、どれ

の意味が正しいと思いますか。正しいと思うもの１つずつを選んでください。」と意味を間

違えやすい言葉を正しく使っているかに関する質問項目を設定した。簡単な問題として

「（１）失笑する」「（２）涼しい顔をする」「（３）雨模様」「（４）姑息」「（５）割愛する」

の 5問。難しい問題として「（１）号泣する」「（２）悪運が強い」「（３）煮え湯を飲まされ

る」「（４）他力本願」「（５）佳境を迎える」の 5問。合計 10個の意味を間違えやすい言葉

の正答率が国語力に寄与すると仮定した。それぞれの言葉について，「（A・B）正しい意味」

を１点、「（A・B）間違えやすい意味」「（C）Aと B の両方」を０点の変数として設定した。

「言葉の意味の正答率」に関する設問項目は点数を逆転させた。 
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４－２ 本の読み方 

 「Q3.あなたはどのように本を読みますか。次の項目についてそれぞれ、「1．あてはまる」

～「４．あてはまらない」の中から、あなたにもっともあてはまるものを 1 つずつ選んでく

ださい。」の 10の項目の因子分析（最尤法，プロマックス回転）によって得られた、本の読

み方に関する構造を表４.1 に示す。予備的な分析を行い、因子間相関などをふまえ、最終的

に 3つの因子を採用することとした。以下では、この因子の特徴を順に述べる。 

 

(１)因子１：必要な部分だけ読む 

 因子１は「(２) 結論やまとめの部分だけを読む」（因子負荷量 0.939，以下のカッコ内数

値も同様）といった本の 1 部分だけを読むという読み方、「(３) 長い文章は最初と最後だけ

読み、中間は飛ばす」（0.869）「(1) 章立て、小見出しを一通り見て、必要なところだけ読

む」（0.863）「(４) 全文を読まずに、要点だけ拾う」（0.791）「(５) 理解するより全体像を

つかむことを優先する」（0.647）、といった自身にとって必要な情報を重視する読み方の項

目の因子負荷量が高かった。これらを、本の読み方において「必要な部分だけ読む」である

と解釈した。 

 

(２)因子 2：理解できるまで読み直す  

 因子 2 は「(７) 読み終わった後、同じ箇所を読み直す」（0.901）といった同じ箇所を繰

り返し読むという読み方、「(９) 前の内容で忘れているところがあったら読み直す」（0.624）、

といった本の内容を理解できるまで読み直す読み方の項目の因子負荷量が高かった。これ

らを、本の読み方において「理解できるまで読み直す」であると解釈した。 

 

(３)因子 3：流し読みしている  

 因子 3 は「(10) 読んだ本の内容は忘れてしまうことが多い」（0.803）といった記憶には

残りずらい読み方、「(６) 分からない用語があってもそのまま読み進める」（0.431）「(８) 

重要だと思ったり気に入った部分には付箋を貼る」（0.386）、といった本の内容をその場だ

けで楽しむ読み方の項目の因子負荷量が高かった。これらを、本の読み方において「流し読

みしている」であると解釈した。 
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表 4.1 本の読み方に関する質問の因子分析結果 

 F1 F2 F3 

F1 必要な部分だけ読む 

結論やまとめの部分だけを読む .939   

長い文章は最初と最後だけ読み、中間は飛ばす .869   

章立て、小見出しを一通り見て、必要なところだけ読む .863   

全文を読まずに、要点だけ拾う .791   

理解するより全体像をつかむことを優先する .647   

F2 理解できるまで読み直す 

読み終わった後、同じ箇所を読み直す  .901  

前の内容で忘れているところがあったら読み直す  .624  

F3 流し読みしている 

読んだ本の内容は忘れてしまうことが多い   .803 

分からない用語があってもそのまま読み進める   .431 

重要だと思ったり気に入った部分には付箋を貼る   .386 

因子抽出法：最尤法 回転法：Kaiser の正規化を伴うプロマックス法 

 

 

４－３ 国語力への意識 

 「Q6. 文章を考えたり書いたりするとき、次のようなことを感じることはありますか。以

下の項目についてそれぞれ、「1．感じる」～「４．感じない」の中からあてはまるものを 1

つずつ選んでください。」の 10 の項目の因子分析（最尤法，プロマックス回転）によって得

られた、国語力への意識に関する構造を表４.2に示す。予備的な分析を行い、因子間相関な

どをふまえ、最終的に 2つの因子を採用することとした。以下では、この因子の特徴を順に

述べる。 

 

(１)因子１：考えを言葉にできないと感じることが増えた 

 因子１は「(７) 文章を上手く要約できないと思うことが増えた」（0.846）といった文章

を構成する力の低下、「(６) 文章を書くとき論点を決められないことが増えた」（0.835）

「(５) 伝えたいことを言葉にできないことが増えた」（0.831）「(４) 言葉の言い回しや言

葉遣いがわからないことが増えた」（0.824）「(８) 会話のメモを取るのが苦手」（0.621）「(３) 

調べないと言葉の意味がわからないことが増えた」（0.540）「(10) キーボード入力よりもフ

リック入力の方が早く書ける」（0.533）、といった考えを言葉にする、語彙力のなさを自覚

している項目の因子負荷量が高かった。これらを、国語力への意識において「考えを言葉に
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できないと感じることが増えた」であると解釈した。 

 

(２)因子 2： 漢字を手書きできなくなった 

 因子 2は「(２) 漢字を正しく書けないことが増えた」（1.04）といった手書きで書く力の

低下、「(１) 必要な漢字がすぐに頭に浮かばない」（0.697）「(９) 手書きで文章を書かなく

なった」（0.599）、といった文章を手書きで書く機会と力の減少を自覚している項目の因子

負荷量が高かった。これらを、国語力への意識において「漢字を手書きできなくなった」で

あると解釈した。 

 

表４.2 文章を書くとき感じることについて聞いた質問の因子分析結果 

 F1 F2 

F1 考えを言葉にできないと感じることが増えた 

文章を上手く要約できないと思うことが増えた .846  

文章を書くとき論点を決められないことが増えた .835  

伝えたいことを言葉にできないことが増えた .831  

言葉の言い回しや言葉遣いがわからないことが増えた .824  

会話のメモを取るのが苦手 .621  

調べないと言葉の意味がわからないことが増えた .540  

キーボード入力よりもフリック入力の方が早く書ける .533  

F2 漢字を手書きできなくなった 

漢字を正しく書けないことが増えた  1.040 

必要な漢字がすぐに頭に浮かばない  .697 

手書きで文章を書かなくなった  .599 

因子抽出法：最尤法 回転法：Kaiser の正規化を伴うプロマックス法 
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５．重回帰分析の結果 

これまでに述べた独立変数を用いて，リサーチ・クエスチョン別に重回帰分析（強制

投入法）を行った。 

 

５－１ 本の読み方は国語力に関係するのか 

 独立変数「必要な部分だけを読む」「考えを言葉にできないと感じる」を用い、本の読

み方が国語力と関連するかを検証するため、重回帰分析を実施した。従属変数には「言葉

の意味の正答率（逆転）」を用いた。 

分析結果を表 5.1（調整済みR²＝0.031）に示す。独立変数「必要な部分だけを読む」

は、従属変数「言葉の意味の正答率（逆転）」に対して有意な正の関連を示した（β

＝.35，p＝.039）。 

独立変数「考えを言葉にできないと感じる」に対して有意な負の関連を示した（β＝

－.33，p＝.049）。以上の結果は、必要な部分だけではなく本の全体を読んでいる人は言葉

の意味の正答率が高く、考えを言葉にできないと感じている人は正答率が低いことを示唆

する。 

 

表 5.1 言葉の意味の正答率を従属変数にした重回帰分析 

 

分類 

標準偏回帰 

係数(β) 

 

有意確率 

 

VIF 

必要な部分だけ読む .351 .039 2.862 

考えを言葉にできないと感じる -.330 .049 2.795 

理解できるまで読み直す -.019 .860 1.164 

流し読みしている -.193 .125 1.506 

生成 AI等に頼って文章を書く -.094 .511 2.077 

漢字を手書きできなくなった .230 .087 1.799 

R 

自由度調整済決定係数(修正 R²値) 

.299   

.031   

 

 

５－２ 本を読む機会は国語力への意識に関係するのか 

 「必要な部分だけ読む」「漢字を手書きできなくなった」を独立変数とし、本を読む機

会・読み方が国語力への意識に影響するかを検証するため、重回帰分析を実施した。従属

変数には「考えを言葉にできないと感じる」を用いた。 
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分析結果を表 5.2に示す（調整済みR²＝.642）。独立変数「必要な部分だけ読む」は、

従属変数「考えを言葉にできないと感じる」に対して有意な正の関連を示した（β＝.39，

p＜.001）。 

独立変数「漢字を手書きできなくなった」は、従属変数「考えを言葉にできないと感じ

る」に対して有意な正の関連を示した（β＝.47，p＜.001）。また、従属変数「考えを言葉

にできないと感じる」に対して有意な負の関連を示した（β＝－.33，p＝.049）。以上の結

果は、必要な部分のみ読むという読み方をする人は国語力の低下を自覚しており、同時に

漢字を書く力の低下も自覚していることを示唆する。 

 

表 5.2 考えを言葉にできないと感じるを従属変数にした重回帰分析 

 

分類 

標準偏回帰 

係数(β) 

 

有意確率 

 

VIF 

必要な部分だけ読む .388 ＜.001 2.441 

理解できるまで読み直す -.063 .344 1.153 

流し読みしている .142 .067 1.540 

生成 AI等に頼って文章を書く .054 .543 2.069 

漢字を手書きできなくなった .474 ＜.001 1.171 

R 

自由度調整済決定係数(修正 R²値) 

.801   

.642   

 

 

６．まとめ  

 最後に、本研究の分析によって明らかになった点を総括する。 

まず、RQ１「本の読み方は国語力に関係するのか」についてである。独立変数「必要

な部分だけを読む」を用いた重回帰分析の結果、従属変数「言葉の意味の正答率（逆

転）」は有意な正の関連を示した。また、独立変数「考えを言葉にできないと感じる」を

用いた重回帰分析の結果、従属変数「言葉の意味の正答率（逆転）」は有意な負の関連を

示した。以上より、必要な部分だけではなく本の全体を読んでいる人は言葉の意味の正答

率が高く、考えを言葉にできないと感じている人は正答率が低いことを示唆された。した

がって、本の読み方は、国語力と関連している可能性が高いことが分かった。 

続いて、RQ２「本を読む機会は国語力への意識に関係するのか」についてである。独

立変数「必要な部分だけ読む」および「漢字を手書きできなくなったにあてはまる」を用

いた重回帰分析の結果、従属変数「考えを言葉にできないと感じる」はいずれも有意な正

の関連を示した。以上より、必要な部分のみ読むという読み方をする人は国語力の低下を
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自覚しており、同時に漢字を書く力の低下も自覚していることが示唆された。したがっ

て、本を読む機会及び読み方と国語力への意識・実際の国語力は関連している可能性が高

い。 

以上が、本研究において明らかになったことである。 
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